






１（書類等の題名） 

受入児童数（利用児童数）が 100人以上増加した地方自治体（資料イー１３） 

設置の趣旨（２０ページ） 

２（出典） 

厚生労働省 HP （www.whlw.go.jp） 

３（引用範囲） 

  （www.whlw.go.jp） 

４（その他の説明） 

 宮崎県の欄に黄色のマーカ―を付けた。 

 



１（書類等の題名） 

保育士不足が深刻（資料イー１４） 

設置の趣旨（２１ページ） 

２（出典） 

宮崎日日新聞 2013年（平成 25年）4月 29日（月曜日） 

３（引用範囲） 

１面 

４（その他の説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１（書類等の題名） 

保育所定員増に難題（資料イー１４） 

設置の趣旨（２１ページ） 

２（出典） 

宮崎日日新聞 2013年（平成 25年）4月 29日（月曜日） 

３（引用範囲） 

７面 

４（その他の説明） 

 









カリキュラムの構成
授業科目の流れ(学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ）を以下の表に示す

小幼コース 2013.5.5

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

① 〇〇の思想　 文学　

心理学概論　 倫理学　

日本語表現

音楽と文化　

日本国憲法 現代社会と歴史　 国際社会論　

数学と生活　 食の科学　

環境と科学　

生命と科学　

体育実技 健康の科学 子どもと食育　

② 忍ケ丘教養Ⅰ 忍ケ丘教養Ⅱ 忍ケ丘教養Ⅲ 忍ケ丘教養Ⅳ

① 教育原理 教育心理学 臨床心理学

② 忍ケ丘教養Ⅲ 忍ケ丘教養Ⅳ 教育制度論

① 忍ケ丘教養Ⅰ 忍ケ丘教養Ⅱ 忍ケ丘教養Ⅲ 忍ケ丘教養Ⅳ

日本語表現

ことばと遊び Special Studies in EnglishniⅡ

② Special Studies in EnglishⅠ

① 忍ケ丘教養Ⅲ 忍ケ丘教養Ⅳ （すべての科目）

特別演習

② 環境と科学 環境教育論 学習の科学

協同学習論

③ 道徳教育の指導法 特別活動の指導法

① 国語 社会 生活

算数 理科 図画工作

体育 家庭

音楽

② 教職概論 教育課程論 特別支援教育概論

保育課程論

③ 情報処理Ⅰ 情報処理Ⅱ

① 教育の方法と技術 国語科教育法Ⅰ 国語科教育法Ⅲ

生活科教育法 国語科教育法Ⅱ

社会科教育法Ⅰ 社会科教育法Ⅲ

社会科教育法Ⅱ

算数科教育法Ⅰ 算数科教育法Ⅲ

算数科教育法Ⅱ

理科教育法Ⅰ 理科教育法Ⅱ 理科教育法Ⅲ

音楽科教育法Ⅰ 音楽科教育法Ⅱ

図画工作科教育法Ⅰ 図画工作科教育法Ⅱ

家庭科教育法

体育科教育法Ⅰ 体育科教育法Ⅱ
保育内容指導法(音楽表現） 保育内容指導法(健康）

保育内容指導法(造形表現） 保育内容指導法(人間関係）

保育内容指導法(環境）

保育内容指導法(言葉）

② 教育相談 生徒指導・進路相談 幼児理解 学級経営論

③ 教育実習指導 教育実習Ⅰ(小） 教育実践演習

介護等体験 教育実習Ⅰ(幼）

① 英語Ⅰ 英語Ⅱ Special Studies in EnglishⅠ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ Special Studies in EnglishniⅡ

子どもの英語活動Ⅰ 子どもの英語活動Ⅱ

② 子どもの音楽活動

ピアノ・声楽Ⅰ ピアノ・声楽Ⅱ ピアノ・声楽Ⅲ ピアノ・声楽Ⅳ

関連する科目

継続する科目

学習・教育目標

Ｂ

D

Ｃ

卒業論文

Ｇ

Ｅ

Ａ

Ｆ

授業科目名

1年 2年 3年 4年



カリキュラムの構成
授業科目の流れ(学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ）を以下の表に示す

幼保コース 2013.5.5

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

① 　　〇〇の思想　 文学　
　　心理学概論　 倫理学　
　　日本語表現
　　音楽と文化　

日本国憲法 現代社会と歴史　 国際社会論　

数学と生活　 食の科学　
環境と科学　
生命と科学　

体育実技 健康の科学 子どもと食育　

② 忍ケ丘教養Ⅰ 忍ケ丘教養Ⅱ 忍ケ丘教養Ⅲ 忍ケ丘教養Ⅳ

① 教育原理 教育心理学 保育の心理学Ⅰ 保育の心理学Ⅱ
臨床心理学

保育原理 保育者論
② 忍ケ丘教養Ⅲ 忍ケ丘教養Ⅳ 教育制度論

社会的養護 社会的養護内容
社会福祉 児童家庭福祉 家庭支援論

① 忍ケ丘教養Ⅰ 忍ケ丘教養Ⅱ 忍ケ丘教養Ⅲ 忍ケ丘教養Ⅳ

日本語表現

ことばと遊び Special Studies in EnglishniⅡ

② Special Studies in EnglishⅠ

① （すべての科目）

忍ケ丘教養Ⅲ 忍ケ丘教養Ⅳ

② 環境と科学 環境教育論

③ 道徳教育の指導法 特別活動の指導法

① 国語 生活

算数 図画工作

体育

音楽

② 教職概論 教育課程論 特別支援教育概論

保育課程論

③ 情報処理Ⅰ 情報処理Ⅱ

① 教育の方法と技術

乳児保育 保育内容総論 障害児保育
保育内容指導法(音楽表現） 保育内容指導法(健康）

保育内容指導法(造形表現） 保育内容指導法(人間関係） 造形表現演習
保育内容指導法(環境） 幼児体育演習
保育内容指導法(言葉）

子どもの食と栄養

子どもの保健Ⅱ

② 教育相談 幼児理解 保育相談支援 相談援助

③ 教育実習指導 教育実習Ⅰ(幼) 教育実践演習

教育実習Ⅱ(幼)

保育実習指導Ⅰ 保育実習指導Ⅱまたは

保育実習指導Ⅲ

保育実習Ⅰa 保育実習Ⅰｂ 保育実習Ⅱまたは 保育実践演習

保育実習Ⅲ

① 英語Ⅰ 英語Ⅱ Special Studies in EnglishⅠ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ Special Studies in EnglishniⅡ

子どもの英語活動Ⅰ 子どもの英語活動Ⅱ

② 音楽と遊び 子どもの音楽活動

ピアノ・声楽Ⅰ ピアノ・声楽Ⅱ ピアノ・声楽Ⅲ ピアノ・声楽Ⅳ

関連する科目

継続する科目

卒業論文

Ｅ

学習・教育目標

授業科目名

1年 2年 3年 4年

Ｇ

Ｆ

子どもの保健Ⅰ

Ａ

Ｂ

Ｃ

D















宮崎国際大学児童教育研究センター規定（案） 

平成２６年４月１日 

制定 

 （趣旨） 

第１条 宮崎国際大学教育学部に児童教育研究センター（以下、「センター」という。）

を設置し、その組織及び運営等に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

 （目的） 

第２条 センターは、宮崎国際大学教育学部児童教育学科の保育・初等教育の教育実践に

関する理論的・実践的研究の推進、実践的指導力をもつ教員の養成、現職教員等の研修

及びセミナー等を行うことを通して、学部の教育、研究、地域の教育の発展充実及び地

域社会に寄与することを目的として設置する。 

 

 （業務） 

第３条 センターは、前条の目的を達成するために、次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 保育・初等教育の研究、教育、研修及び相談活動に関すること 

(2) 保育・初等教育の教育実習、教育方法及び教育技術に関する研究、教育及び研修に

関すること 

(3) 保育・初等教育の情報及び教育メディアに関する研究、教育及び研修に関すること 

(4) 保育・初等教員養成及び現職教育に関する研究、教育及び研修に関すること 

(5) 研究及び教育の成果等の刊行に関すること 

(6) その他センターの目的を達成するために必要なこと 

 

 （研究プロジェクト） 

第４条 センターは、前条に定める業務を推進するために、必要に応じて研究プロジェク

トを設置することができる。 

２ 研究プロジェクトに関し必要なことは、別に定める。 

 

 （職員） 

第５条 センターに次に掲げる職員を置く。 

(1) センター長 

(2) 児童教育学科教員（5人） 

(3) 比較文化学科教員（2人） 

(4) その他必要な教職員 

 

 （センター長） 



第６条 センター長は、センターの業務を掌理する。 

２ センター長は宮崎国際大学教育学部児童教育学科の専任教授をもって充てる。 

３ センター長の任期は 2 年とし、再任を妨げない。ただし、通算 4 年をこえることはで

きない。 

４ センター長に欠員を生じた場合の後任者に任期は、前任者の残任期間とする。 

５ センター長は学長が指名する。 

 

 （客員教授） 

第７条 客員教授は、本センターに所属し、研究、教育、研修及び相談活動等に従事する。

なお、選任方法は別に定める。 

 

   附 則 

 この規程は、平成２６年４日１日から施行する。 

 

 

 

（地域児童教育研究センター）の具体的活動 

当面の具体的事業として、年数回程度宮崎学園短期大学で実施している「保育研修会」、

「子育て支援セミナー」を共同で開催し、保育・初等教育課程における科目等について地

域の保育所・幼稚園・小学校の担当者と共有する場を設け、保育所・幼稚園・小学校にお

ける各教科の現状・課題・解決策等について教育学部として役割を果たす。また、初等教

育課程における授業の指導内容と指導方法、さらには必要な教材・教具の開発・活用法に

関する研究を開始する。 



   宮崎国際大学語学教育研究センター規程(案) 

 

平成２６年４月１日 

制定 

 （趣旨） 

第１条 宮崎国際大学に附属施設として，語学教育研究センター（以下「センター」とい

う）を設置し、その組織及び運営等に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

 （目的） 

第２条 センターは、地域社会との連携を図り、英語教育の教育実践に関する理論的実践

的研究の推進、実践的指導力をもつ英語教員の養成、現職教員等の研修及び公開講座・

生涯学習等を総合的に行うことを通して、学部の教育、研究、地域の教育の発展充実に

寄与することを目的とする。 

 

 （業務） 

第３条 センターは、前条の目的を達成するために、次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 英語教育の研究、教育、研修及び相談活動に関すること 

(2) 英語教育の教育実習、教育方法及び教育技術に関する研究、教育及び研修に関する

こと 

(3) 英語教育の情報及び教育メディアに関する研究、教育及び研修に関すること 

(4) 英語教員養成及び現職教育に関する研究、教育及び研修に関すること 

(5) 研究及び教育の成果等の刊行に関すること 

(6) その他センターの目的を達成するために必要なこと 

 

 （研究プロジェクト） 

第４条 センターは、前条に定める業務を推進するために、必要に応じて研究プロジェク

トを設置することができる。 

２ 研究プロジェクトに関し必要なことは、別に定める。 

 

 （研究教育部門） 

第５条 センターに次に掲げる研究教育部門を置く。 

 (1) 児童教育英語研究部門 

 

（職員） 

第６条 センターに次に掲げる職員を置く。 

（1） センター長 



（2） 児童教育学科教員（３人） 

（3） 比較文化学科教員（３人） 

（4） その他必要な教職員 

 

 （センター長） 

第７条 センター長は、センターの業務を掌理する。 

２ センター長は宮崎国際大学の専任教授をもって充てる。 

３ センター長の任期は 2 年とし、再任を妨げない。ただし、通算 4 年をこえることはで

きない。 

４ センター長に欠員を生じた場合の後任者に任期は、前任者の残任期間とする。 

５ センター長は学長が指名する。 

 

 （客員教授） 

第８条 客員教授は、本センターに所属し、研究、教育、研修及び相談活動等に従事する。 

 

   附 則 

 この規程は、平成２６年４日１日から施行する。 

 

 

（児童英語教育研究部門）の活動 

・子どもの言語習得のプロセスを踏まえて、幼児・小学校高学年における英語の指導内容

と指導方法、さらに、必要な教材・教具の精選と活用法を検討する。（第二言語を対象

とする教員の参加を得て） 

・具体的事業として、年１回程度「英語でチャレンジ（仮称）」を開催し、小学校高学年

における英語について地域小学校高学年の英語教育担当者と共有する場を設け、小学校

高学年における英語教育の現状・課題・解決策等について役割を果たす。 
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

必
修

選
択

必
修

選
択

 教
職

の
意

義
及

び
教

員
の

役
割

教
員

の
職

務
内

容
進

路
選

択
等

教
育

の
理

念
等

教
育

原
理

講
義

2
岩

橋
2

2
2

心
身

の
発

達
及

び
学

習
の

過
程

教
育

心
理

学
講

義
2

野
崎

2
2

2

教
育

に
関

す
る

社
会

的
事

項
等

教
育

制
度

論
講

義
2

岩
橋

2
2

2

教
育

課
程

の
意

義
等

教
育

課
程

論
講

義
2

中
原

2
2

2

国
語

科
教

育
法

Ⅰ
演

習
2

菅
2

2
2

国
語

科
教

育
法

Ⅱ
演

習
2

菅
2

2
2

国
語

科
教

育
法

Ⅲ
演

習
2

菅
2

2
2

社
会

科
教

育
法

Ⅰ
演

習
2

黒
木

2
2

2

社
会

科
教

育
法

Ⅱ
演

習
2

黒
木

2
2

2

社
会

科
教

育
法

Ⅲ
演

習
2

黒
木

2
2

2

算
数

科
教

育
法

Ⅰ
演

習
2

渡
邊

2
2

2

算
数

科
教

育
法

Ⅱ
演

習
2

渡
邊

2
2

2

算
数

科
教

育
法

Ⅲ
演

習
2

渡
邊

2
2

2

理
科

教
育

法
Ⅰ

演
習

2
宮

本
2

2
2

理
科

教
育

法
Ⅱ

演
習

2
宮

本
2

2
2

理
科

教
育

法
Ⅲ

演
習

2
宮

本
2

2
2

生
活

科
教

育
法

演
習

2
宮

崎
2

2
2

音
楽

科
教

育
法

Ⅰ
演

習
2

片
野

2
2

2

音
楽

科
教

育
法

Ⅱ
演

習
2

片
野

2
2

2

図
画

工
作

科
教

育
法

Ⅰ
演

習
2

守
川

2
2

2

図
画

工
作

科
教

育
法

Ⅱ
演

習
2

守
川

2
2

2

家
庭

科
教

育
法

演
習

2
白

石
2

2
2

体
育

科
教

育
法

Ⅰ
演

習
2

嶋
2

2
2

体
育

科
教

育
法

Ⅱ
演

習
2

嶋
2

2
2

道
徳

の
指

導
法

道
徳

教
育

の
指

導
法

講
義

2
白

石
2

2
2

特
別

活
動

の
指

導
法

特
別

活
動

の
指

導
法

講
義

2
中

原
2

2
2

教
育

の
方

法
及

び
技

術
教

育
の

方
法

と
技

術
講

義
2

日
高

2
2

2

生
徒

指
導

の
理

論
及

び
方

法
生

徒
指

導
・
進

路
指

導
講

義
2

中
原

2
2

2

教
育

相
談

の
理

論
及

び
方

法
教

育
相

談
講

義
2

相
戸

2
2

2

教
育

実
習

指
導

実
習

1
中

原
1

1
1

教
育

実
習

Ⅰ
(小

学
校

）
実

習
4

中
原

4
4

4

教
職

実
践

演
習

(幼
・
小

)
演

習
2

菅
・
岩

橋
2

2
2

4
5

2
2

4
1

教
職

概
論

講
義

小
一

種
免

を
取

得
す

る
た

め
に

必
要

な
最

低
単

位
数

合
計

―

2

単
位

数

2

卒
業

要
件

2

資
格

区
分

小
一

種
免

2
年

3
年

4
年

授
業

形
態

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目

小
学

校
 教

職
に

関
す

る
科

目
 

橋
口

2

各
教

科
の

指
導

法

担
当

教
員

開
設

の
時

期
1
年

大 区 分

中 区 分
科

目
区

分
本

学
に

お
け

る
授

業
科

目

専 門 教 育 分 野

教 職 に 関 す る 科 目

教
職

実
践

演
習

教
職

の
意

義
に

関
す

る
科

目

教
育

の
基

礎
理

論
に

関
す

る
科

目

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
及

び
進

路
指

導
等

に
関

す
る

科
目 教

育
実

習

２ ２２２ 単 単単単 位 位位位 選 選選選 択 択択択 必 必必必 修 修修修

2 単 位 選 択 必 修 2 単 位 選 択 必 修



前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

必
修

選
択

必
修

選
択

日
本

国
憲

法
講

義
2

佐
保

2
2

2

健
康

の
科

学
講

義
1

嶋
1

1
1

体
育

実
技

実
技

1
佐

藤
1

1
1

英
語

Ⅰ
講

義
2

甲
斐

2
2

2

英
語

Ⅱ
講

義
2

甲
斐

2
2

2

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

Ⅰ
演

習
1

ス
タ

ン
リ

ー
1

1
1

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

Ⅱ
 

演
習

1
ス

タ
ン

リ
ー

1
1

1

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

Ⅲ
演

習
1

ス
タ

ン
リ

ー
1

1
1

情
報

処
理

Ⅰ
演

習
2

山
場

2
2

2

情
報

処
理

Ⅱ
演

習
2

日
高

・
渡

邊
2

2
2

1
0

5

小
一

種
免

を
取

得
す

る
た

め
に

必
要

な
最

低
単

位
数

合
計

単
位

数
―

情
報

機
器

の
操

作
　

教
員

開
講

の
時

期

1
年

単
位

数
2
年

3
年

8

授
業

形
態

4
年

卒
業

要
件

資
格

区
分

小
一

種
免

小
学

校
　

６
６

条
の

６
の

科
目

 

専 門 教 育 分 野

６
６ 条 の ６ の 科 目

日
本

国
憲

法
　

　

体
育

　

外
国

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　

大 区 分

中 区 分
科

目
区

分
本

学
に

お
け

る
授

業
科

目



前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

必
修

選
択

必
修

選
択

国
語

（
書

写
を

含
む

。
）

講
義

2
菅

2
2

2

算
  

数
講

義
2

渡
邊

2
2

2

生
  

活
講

義
2

宮
崎

2
2

2

音
  

楽
演

習
2

片
野

2
2

2

ピ
ア

ノ
・
声

楽
Ⅰ

演
習

1
1

1
1

ピ
ア

ノ
・
声

楽
Ⅱ

演
習

1
1

1
1

ピ
ア

ノ
・
声

楽
Ⅲ

演
習

1
1

1
1

ピ
ア

ノ
・
声

楽
Ⅳ

演
習

1
1

1
1

図
画

工
作

演
習

2
守

川
2

2
2

体
  

育
演

習
2

嶋
2

2
2

7
9

子
ど

も
の

音
楽

活
動

演
習

1
田

中
1

1
1

子
ど

も
の

英
語

活
動

Ⅰ
演

習
1

大
竹

1
1

1

子
ど

も
の

英
語

活
動

Ⅱ
演

習
1

シ
ム

ウ
ェ

ル
J

1
1

1

特
別

支
援

教
育

概
論

講
義

2
大

村
2

2
2

環
境

教
育

論
講

義
2

宮
本

2
2

2

こ
と

ば
と

遊
び

演
習

2
工

藤
2

2
2

音
楽

と
遊

び
演

習
2

片
野

2
2

2

5
6

卒
業

要
件

― ―

資
格

区
分

幼
一

種
免

6 1
0

音
  

楽

合
計

単
位

数

幼
一

種
免

を
取

得
す

る
た

め
に

必
要

な
最

低
単

位
数

合
計

単
位

数

幼
一

種
免

を
取

得
す

る
た

め
に

必
要

な
最

低
単

位
数

開
講

の
時

期

単
位

数

教 科 に 関 す る 科 目

算
  

数

図
画

工
作

体
  

育

担
当

教
員

生
  

活

田
中

・
片

野
・
シ

ム
ウ

ェ
ル

・
本

田
・
土

田
・
藤

本
・
浜

月

田
中

・
シ

ム
ウ

ェ
ル

・
本

田
・
土

田
・
藤

本
・

浜
月

区
分

本
学

に
お

け
る

授
業

科
目

国
  

語

授
業

形
態

幼
稚

園
　

教
科

に
関

す
る

科
目

・
教

科
又

は
教

職
に

関
す

る
科

目

1
年

2
年

3
年

4
年

教 科 又 は 教 職 に 関 す る 科 目

専 門 教 育 分 野大 区 分

中 区 分

２ 単 位 選 択 必 修



前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

必
修

選
択

必
修

選
択

教
職

の
意

義
等

教
員

の
職

務
内

容

進
路

選
択

等

教
育

の
理

念
等

教
育

原
理

講
義

2
岩

橋
2

2
2

教
育

心
理

学
講

義
2

野
崎

2
2

2

臨
床

心
理

学
講

義
2

安
東

2
2

2

教
育

に
関

す
る

社
会

的
事

項
等

教
育

制
度

論
講

義
2

岩
橋

2
2

2

教
育

課
程

論
講

義
2

中
原

2
2

2

保
育

課
程

論
講

義
2

畦
浦

2
2

2

保
育

内
容

総
論

演
習

1
嶋

1
1

1

保
育

内
容

指
導

法
（
健

康
）

演
習

2
嶋

2
2

2

保
育

内
容

指
導

法
（
人

間
関

係
）

演
習

2
相

戸
2

2
2

保
育

内
容

指
導

法
（
環

境
）

演
習

2
宮

本
2

2
2

保
育

内
容

指
導

法
（
言

葉
）

演
習

2
工

藤
2

2
2

保
育

内
容

指
導

法
（
音

楽
表

現
）

演
習

2
片

野
2

2
2

保
育

内
容

指
導

法
（
造

形
表

現
）

演
習

2
守

川
2

2
2

教
育

の
方

法
及

び
技

術
（
情

報
機

器
）

教
育

の
方

法
と

技
術

講
義

2
日

高
2

2
2

幼
児

理
解

の
理

論
及

び
方

法
幼

児
理

解
講

義
2

相
戸

2
2

2

教
育

相
談

の
理

論
及

び
方

法
教

育
相

談
講

義
2

相
戸

2
2

2

教
育

実
習

指
導

実
習

1
中

原
1

1
1

教
育

実
習

Ⅰ
（
幼

稚
園

）
実

習
2

中
原

2
2

2

教
育

実
習

Ⅱ
（
幼

稚
園

）
実

習
2

嶋
2

2
2

教
職

実
践

演
習

(幼
・
小

)
演

習
2

菅
・
岩

橋
2

2
2

3
8

2

＊

幼
一

種
免

を
取

得
す

る
た

め
に

必
要

な
最

低
単

位
数

合
計

単
位

数

3
5

卒
業

要
件

2

ー

開
設

の
時

期

1
年

幼
一

種
免

保
育

内
容

の
指

導
法

2

2
年

3
年

4
年

大 区 分

中 区 分
科

目
区

分
本

学
に

お
け

る
授

業
科

目

幼
稚

園
　

教
職

に
関

す
る

科
目

橋
口

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目

教
育

実
習

教
職

概
論

教
職

の
意

義
に

関
す

る
科

目 教
育

の
基

礎
理

論
に

関
す

る
科

目

講
義

2

教 職 に 関 す る 科 目

2

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
及

び
進

路
指

導
等

に
関

す
る

科
目

小
学

校
教

諭
一

種
免

許
状

を
取

得
で

き
た

場
合

に
限

り
、

保
育

内
容

の
指

導
法

の
単

位
の

う
ち

、
6
単

位
ま

で
は

、
「
各

教
科

の
指

導
法

」
ま

た
は

「
特

別
活

動
の

指
導

法
」
の

単
位

を
持

っ
て

あ
て

る
こ

と
が

で
き

る
。

授
業

形
態

専 門 教 育 分 野

心
身

の
発

達
及

び
学

習
の

過
程

教
育

課
程

の
意

義
及

び
編

成
方

法
等

担
当

教
員

単
位

数

教
職

実
践

演
習

資
格

区
分



前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

必
修

選
択

必
修

選
択

日
本

国
憲

法
講

義
2

佐
保

2
2

2

健
康

の
科

学
講

義
1

嶋
1

1
1

体
育

実
技

実
技

1
佐

藤
1

1
1

英
語

Ⅰ
講

義
2

甲
斐

2
2

2

英
語

Ⅱ
講

義
2

甲
斐

2
2

2

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

Ⅰ
演

習
1

ス
タ

ン
リ

ー
1

1
1

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

Ⅱ
 

演
習

1
ス

タ
ン

リ
ー

1
1

1

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

Ⅲ
演

習
1

ス
タ

ン
リ

ー
1

1
1

情
報

処
理

Ⅰ
演

習
2

山
場

2
2

2

情
報

処
理

Ⅱ
演

習
2

日
高

・
渡

邊
2

2
2

1
0

5
―

合
計

単
位

数

幼
一

種
免

を
取

得
す

る
た

め
に

必
要

な
最

低
単

位
数

8

2
年

3
年

4
年

卒
業

要
件

単
位

数

資
格

区
分

幼
一

種
免

本
学

に
お

け
る

授
業

科
目

授
業

形
態

担
当

教
員

開
設

の
時

期

1
年

幼
稚

園
　

６
６

条
の

６
の

科
目

専 門 教 育 分 野

６ ６ 条 の ６ の 科 目

日
本

国
憲

法
　

　

体
育

　

外
国

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　

情
報

機
器

の
操

作

大 区 分

中 区 分
科

目
区

分



前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

必
修
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択

必
修

選
択

保
育
原
理

講
義

2
保
育
原
理

講
義

2
大
坪

2
2

2

教
育
原
理

講
義

2
教
育
原
理

講
義

2
岩
橋

2
2

2

児
童
家
庭
福
祉

講
義

2
児
童
家
庭
福
祉

講
義

2
相
戸

2
2

2

社
会
福
祉

講
義

2
社
会
福
祉

講
義

2
相
戸

2
2

2

相
談
援
助

演
習

1
相
談
援
助

演
習

1
相
戸

1
1

1

社
会
的
養
護

講
義

2
社
会
的
養
護

講
義

2
大
村

2
2

2

保
育
者
論

講
義

2
保
育
者
論

講
義

2
相
戸

2
2

2

保
育
の
心
理
学
Ⅰ

講
義

2
保
育
の
心
理
学
Ⅰ

講
義

2
野
崎

2
2

2

保
育
の
心
理
学
Ⅱ

演
習

1
保
育
の
心
理
学
Ⅱ

演
習

1
野
崎

1
1

1

子
ど
も
の
保
健
Ⅰ

講
義

4
子
ど
も
の
保
健
Ⅰ

講
義

4
日
高

4
4

子
ど
も
の
保
健
Ⅱ

演
習

1
子
ど
も
の
保
健
Ⅱ

演
習

1
日
高

1
1

1

子
ど
も
の
食
と
栄
養

演
習

2
子
ど
も
の
食
と
栄
養

演
習

2
福
田

2
2

2

家
庭
支
援
論

講
義

2
家
庭
支
援
論

講
義

2
相
戸

2
2

2

保
育
課
程
論

講
義

2
保
育
課
程
論

講
義

2
畦
浦

2
2

2

保
育
内
容
総
論

演
習

1
保
育
内
容
総
論

演
習

1
嶋

1
1

1

保
育
内
容
指
導
法
（
健
康
）

演
習

2
嶋

2
2

2

保
育
内
容
指
導
法
（
人
間
関
係
）

演
習

2
相
戸

2
2

2

保
育
内
容
指
導
法
（
環
境
）

演
習

2
宮
本

2
2

2

乳
児
保
育

演
習

2
乳
児
保
育

演
習

2
畦
浦

2
2

2

障
害
児
保
育

演
習

2
障
害
児
保
育

演
習

2
大
村

2
2

2

社
会
的
養
護
内
容

演
習

1
社
会
的
養
護
内
容

演
習

1
相
戸

1
1

1

保
育
相
談
支
援

演
習

1
保
育
相
談
支
援

演
習

1
相
戸

1
1

1

音
楽
と
遊
び

演
習

2
片
野

2
2

2

造
形
表
現
演
習

演
習

1
守
川

1
1

1

幼
児
体
育
演
習

演
習

1
佐
藤

1
1

1

保
育
実
習
Ⅰ
a　

2
中
原

2
2

2

保
育
実
習
Ⅰ
ｂ
　

2
中
原

2
2

2

保
育
実
習
指
導
Ⅰ

演
習

2
保
育
実
習
指
導
Ⅰ

演
習

2
日
高

2
2

2

保
育
実
践
演
習

演
習

2
保
育
実
践
演
習

演
習

2
守
川
・
片
野

2
2

2

5
2

0

卒
業
要
件

ー

本
学
に
お
け
る
開
設
教
科
目

保
育
士
資
格

資
格
区
分

5
1

5
1

保
育
士
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
単
位
数

合
計
単
位
数

演
習

4
保
育
の
表
現
技
術

保
育
の
内
容
・
方
法
の
理

解

保
育
内
容
演
習

演
習

5 4

保
育
士
　
別
表
１ 実
習

総
合
演
習

開
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
単
位
数

専 門 教 育 分 野

専 門 基 礎 科 目 専 門 科 目

保
育
の
表
現
技
術

実 習 科 目

保
育
実
習

保
育
実
習
Ⅰ

実
習

保
育
の
本
質
・
目
的
に
関

す
る
科
目

保
育
の
対
象
の
理
解
に
関

す
る
科
目

担
当
教
員

開
設
時
期

本
学
に
お
け
る
授
業
科
目

単
位 数

4

単
位
数

4
年

3
年

授
業
形
態

区
分

教
科
目

授
業
形
態

1
年

告
示
別
表
第
１
に
よ
る
教
科
目

大 区 分

中 区 分
2
年



前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

必
修

選
択

必
修
選
択

専
門
基
礎

2
教
職
概
論

講
義

2
橋
口

2
2

2

2
幼
児
理
解

講
義

2
相
戸

2
2

2

2
臨
床
心
理
学

講
義

2
安
東

2
2

2

2
保
育
内
容
指
導
法
（
言
葉
）

演
習

2
工
藤

2
2

2

2
保
育
内
容
指
導
法
（
音
楽
表
現
）

演
習

2
片
野

2
2

2

2
保
育
内
容
指
導
法
（
造
形
表
現
）

演
習

2
守
川

2
2

2

1
子
ど
も
の
音
楽
活
動

演
習

1
田
中

1
1

1

2
こ
と
ば
と
遊
び

演
習

2
工
藤

2
2

2

1
保
育
実
習
指
導
Ⅱ

演
習

1
守
川

1
1

1
保
育
実
習
指
導
Ⅲ

演
習

1
守
川

1
1

2
保
育
実
習
Ⅱ

実
習

2
野
﨑

2
2

2
保
育
実
習
Ⅲ

実
習

2
野
﨑

2
2

8
1
0

保 育 実 習 指 導 Ⅱ と 保 育

実 習 Ⅱ の 組 み 合 わ せ 、

䜎 た 䛿 保 育 実 習 指 導 Ⅲ

と 保 育 実 習 Ⅲ の 組 み 合
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保
育
士
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す
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に
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育
士
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1

保
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習
Ⅱ
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育
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習
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育
実
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Ⅱ
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Ⅲ

保
育
士
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年
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年

担
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教
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本
学
に
お
け
る
授
業
科
目

授
業
形
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告
示
別
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
必
修
選
択
必
修
選
択

ᚸ
䜿
ୣ
教
養
Ⅰ

講
義

2
Ⳣ
䡡田
中
䡡野
﨑
䡡Ώ
㑔

2
2

2

ᚸ
䜿
ୣ
教
養
Ⅱ

講
義

2
Ⳣ
䡡田
中
䡡野
﨑
䡡Ώ
㑔

2
2

2

ᚸ
䜿
ୣ
教
養
Ⅲ

講
義

2
㯮
ᮌ
・
嶋
・
守
川
・
宮
本

2
2

2

ᚸ
䜿
ୣ
教
養
䊣

講
義

2
㯮
ᮌ
・
嶋
・
守
川
・
宮
本

2
2

2

ᩥ
学

講
義

2
Ⳣ

2
2

2

人
間
と
ᩥ
໬

講
義

2
岩
橋

2
2

2

೔
理
学

講
義

2
ఀ
佐
ᩜ

2
2

2

心
理
学
概
論

講
義

2
野
﨑

2
2

2

日
本
ㄒ
表
現

講
義

2
前
田

2
2

2

音
楽
と
ᩥ
໬

講
義

2
ụ
田

2
2

2

ᅜ
㝿
社
会
論

講
義

2
㯮
ᮌ

2
2

2

現
௦
社
会
と
Ṕ
ྐ

講
義

2
㯮
ᮌ

2
2

2

日
本
ᅜ
᠇
法

講
義

2
佐
保

2
2

2

数
学
と
⏕
活

講
義

2
Ώ
㑔

2
2

2

環
境
と
科
学

講
義

2
宮
本

2
2

2

⏕
࿨
と
科
学

講
義

2
日
高

2
2

2

食
の
科
学

講
義

2
福
田

2
2

2

᝟
ሗ
ฎ
理
Ⅰ

演
習

2
ᒣ
ሙ

2
2

2

᝟
ሗ
ฎ
理
Ⅱ

演
習

2
日
高
・
Ώ
㑔

2
2

2

子
ど
も
と
食
育

講
義

2
福
田

2
2

2

ⱥ
ㄒ
Ⅰ

講
義

2
⏥
ᩫ

2
2

2

ⱥ
ㄒ
Ⅱ

講
義

2
⏥
ᩫ

2
2

2

ⱥ
ㄒ
䝁
䝭
䝳
䝙
䜿
ー
䝅
䝵
䞁
Ⅰ

演
習

1
䝇
䝍
䞁
䝸
ー

1
1

1

ⱥ
ㄒ
䝁
䝭
䝳
䝙
䜿
ー
䝅
䝵
䞁
Ⅱ
㻌
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習

1
䝇
䝍
䞁
䝸
ー

1
1

1

ⱥ
ㄒ
䝁
䝭
䝳
䝙
䜿
ー
䝅
䝵
䞁
Ⅲ
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習

1
䝇
䝍
䞁
䝸
ー

1
1

1

㻿
㼜
㼑㼏
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㻿
㼠㼡
㼐
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習

1
ᅜ
㝿
教
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学
㒊
教
員

1
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1

㻿
㼜
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㼕a
㼘㻌
㻿
㼠㼡
㼐
㼕㼑
㼟㻌
㼕㼚
㻌㻱
㼚
㼓㼘
㼕㼟
㼔
㻌Ⅱ
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習

1
ᅜ
㝿
教
養
学
㒊
教
員

1
1

1

健
康
の
科
学

講
義

1
嶋

1
1

1

体
育
実
技

実
技

1
佐
藤

1
1

1

1
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3
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保
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本
学
に
お
け
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講
教
科
目

資
格
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分

保
育
士
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格

䇷
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件
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数
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単
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け
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中 区 分
教
科
目

開
講
の
時
期 3
年

4
年

担
当
教
員

保
育
士
　
教
養
科
目

እ
ᅜ
ㄒ
ཬ
び
体
育
௨
እ
の
科
目

1
年

2
年

教 養 教 育 分 野

እ
ᅜ
ㄒ

体
育

教 養 基 礎 科 目 教 養 Ⓨ ᒎ 科 目

告
示
に
よ
る
教
科
目



実習施設一覧（小学校） 

 

番号 学校名 所在地 児童数 実習受

入人数 

1 宮崎市立清武小学校 宮崎市清武町今泉甲 7023－1 650 2 

2 宮崎市立加納小学校 宮崎市清武町加納甲 1010 891 2 

3 宮崎市立大久保小学校 宮崎市清武町今泉甲 5645－1 152 1 

4 宮崎市立宮崎小学校 宮崎市旭 1－4－1 462 1 

5 宮崎市立小戸小学校 宮崎市大工 1－5－43 396 2 

6 宮崎市立大淀小学校 宮崎市淀川 2－3－7 761 2～3 

7 宮崎市立大宮小学校 宮崎市下北方町 849 830 1 

8 宮崎市立古城小学校 宮崎市古城町山ノ城 5735 155 1～2 

9 宮崎市立生目小学校 宮崎市大字浮田 2920 452 2～3 

10 宮崎市立恒久小学校 宮崎市恒久 2－15－4 546 2 

11 宮崎市立潮見小学校 宮崎市潮見町 118 670 2 

12 宮崎市立江平小学校 宮崎市橘通西 5－6－37 839 2 

13 宮崎市立赤江小学校 宮崎市大字恒久 556 767 2 

14 宮崎市立大塚小学校 宮崎市大塚町鎌ケ迫 2296－2 760 2 

15 宮崎市立宮崎西小学校 宮崎市大塚台西 2－19 339 1～2 

16 宮崎市立東大宮小学校 宮崎市大島町西田 2143 899 2 

17 宮崎市立江南小学校 宮崎市江南 4－26－1 654 2 

18 宮崎市立小松台小学校 宮崎市小松台西 1－10－9 561 2～3 

19 宮崎市立生目台東小学校 宮崎市生目台東 4－2－1 305 1～2 

20 宮崎市立西池小学校 宮崎市西池町 12－49 879 1 

21 宮崎市立住吉小学校 宮崎市大字島之内 5383 838 2～3 

22 宮崎市立生目台西小学校 宮崎市生目台西 2－1－1 243 1 

23 宮崎市立田野小学校 宮崎市田野町甲 2856 516 2 

24 宮崎市立広瀬西小学校 宮崎市佐土原町下那珂 13384 246 1～2 

25 宮崎市立高岡小学校 宮崎市高岡町内山 2900 346 2 

 



実習施設一覧（幼稚園） 

 

番号 施設名 住所 定員 実習受入人数 

1 宮崎至慶幼稚園 宮崎市神宮 1－57 105 2 

2 住吉幼稚園 宮崎市大字島之内 8363－1 121 2 

3 宮崎学園短大付属 

みどり幼稚園 

宮崎市昭和町 57 214 観察実習 25 

教育実習 2 

4 宮崎学園短大付属 

清武みどり幼稚園 

宮崎市清武町船引字下牟田 140 160 観察実習 25 

教育実習 2 

5 清武幼稚園 宮崎市清武町今泉甲 6899 39 2 

6 大淀幼稚園 宮崎市淀川 2－2－20 119 2 

7 平和が丘幼稚園 宮崎市平和が丘東町 3－1 140 2 

8 野の花幼稚園 宮崎市霧島 1－31－1 126 1 

9 生目台幼稚園 宮崎市生目台 4－3－1 150 2 

10 桜が丘幼稚園 宮崎市桜が丘町 11－4 80 2 

11 平和幼稚園 宮崎市松橋 1－17－26 150 2 

12 めぐみ幼稚園 宮崎市田野町乙 9398 106 2 

13 光が丘幼稚園 宮崎市佐土原町下那珂字平廻 4750－

359 

166 2 

14 天竜幼稚園 都城市牟田町 2－14 210 2 

15 ししのこ幼稚園 都城市上水流 1758 90 2 

16 第一幼稚園 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山 3519

－1 

170 2 

17 東海幼稚園 延岡市稲葉埼町 2－2428－1 212 2 

18 川島幼稚園 延岡市川島町 3851 80 2 

19 あがた幼稚園 日南市吾田西 3－9－28 210 2 

20 富髙幼稚園 日向市本町 12－10 153 2 

21 くにとみ幼稚園 宮崎県東諸県郡国富町大字本庄 6665 50 2 

22 あさひ幼稚園 西都市大字三宅 2727 69 2 

23 新富幼稚園 宮崎県児湯郡新富町富田 3－44－1 80 2 

24 和光幼稚園 えびの市大字原田 2231 34 2 

 



実習施設一覧（保育所・園） 

 

番

号 

施設名 設置年月日 所在地 入 所

人員 

実習

人員 

1 中央保育園 Ｓ.23.1.1 宮崎市清水町 2丁目 8－7 160 2 

2 ひまわり保育園 Ｓ.53.4.1 宮崎市大塚台東 1丁目 30－7 90 2 

3 橘保育園 Ｓ.28.4.1 宮崎市橘通東 1丁目 7－18 120 2 

4 花ヶ島北保育園 Ｓ.45.10.1 宮崎市村角町宮崎牟田 66 90 2 

5 飛江田保育園 Ｓ.52.4.1 宮崎市大字赤江字飛江田 90 2 

6 権現乳児保育所 Ｓ.49.5.1 宮崎市江平東町 1－2 60 2 

7 よいこのもり保育園 Ｈ.6.4.1 宮崎市和知川原 3丁目 13－1 100 2 

8 高千穂乳児保育園 Ｓ.48.4.1 宮崎市高千穂通 2丁目 2－11 50 2 

9 一ッ葉保育園 Ｓ.54.4.1 宮崎市新別府町山宮 1045－2 90 2 

10 新町保育園 Ｓ.46.4.1 宮崎市清武町新町 1丁目 6－2 90 2 

11 明照保育園 Ｓ.48.4.1 宮崎市佐土原町下田島 4558－2 90 2 

12 早鈴保育園 Ｓ.54.4.1 都城市早鈴町 1864－2 60 1 

13 下長飯保育園 Ｓ.48.4.1 都城市下長飯町 5495－1 120 2 

14 みどり保育園 Ｓ.53.4.1 三股町新馬場 1－8 60 2 

15 土々呂保育園 Ｓ.30.7.22 延岡市土々呂町 4丁目 4390－20 60 2 

16 こばと保育園 Ｓ.50.4.1 延岡市大武町 5299 90 2 

17 いすず保育園 Ｈ.15.4.1 門川町大字門川尾末 2276－2 90 2 

18 日向保育園 Ｓ.57.4.1 日向市大字日知屋 16304－15 90 1 

19 細野保育園 Ｓ.42.4.1 小林市大字細野 4351－2 60 2 

20 なかよし保育園 Ｓ.54.10.22 えびの市大字向江 98 60 2 

21 妻保育園 Ｈ.20.3.5 西都市聖陵町 1丁目 31 90 2 

22 四季の森こども園 Ｈ.21.4.1 日南市大字東弁分甲 871－1 60 2 

23 石井記念やまばと 

保育園 

Ｓ.41.10.1 高鍋町大字上江 7676－2 60 1 

24 一真保育園 Ｓ.54.4.1 新富町大字新田 5733－1 60 2 

25 三名保育園 Ｓ.42.10.2 国富町大字三名 1267 120 2 

26 昭和保育園 Ｓ.28.4.1 宮崎市昭和町 7－3 120 2 

27 平和が丘乳児保育園 Ｓ.47.10.1 宮崎市平和ヶ丘西町 14－1 30 2 

28 山崎保育園 Ｓ.47.4.1 宮崎市山崎町上の原 1060－2 60 2 

29 にちなん保育園 Ｓ.54.4.1 日南市吾田東 5丁目 9番 42号 60 2 

 



 実習施設一覧（社会福祉施設）    

番

号 

施設名 設置年月日 所在地 入 所

定員 

実習

人員 

1 つぼみの寮 Ｓ.24.10.1 宮崎市吉村町沖ノ原甲 1543 35 2 

2 民生館 Ｓ.23.1.1 宮崎市阿波岐原町前浜 4276－

706 

 

30 

 

2 

3 青島学園 Ｓ.26.6.1 宮崎市青島西 1丁目 3－1 50 2 

4 みどり学園 Ｓ.27.4.1 延岡市若葉町 1丁目 2726 44 2 

5 金鈴学園 Ｓ.32.7.1 児湯郡川南町大字川南 22843 50 2 

6 石井記念友愛園 Ｓ.22.1.1 児湯郡木城町大字椎木 644－1 49 2 

7 石井記念有隣園 Ｓ.32.1.1 都城市平原町 2880 50 4 

8 ひまわり学園 Ｓ.26.1.1 宮崎市清武町木原 4257－7 50 2 

9 ひかり学園 Ｓ.35.11.1 延岡市櫛津町 3427 50 2 

10 高千穂学園 Ｓ.52.4.1 都城市都原町 7171 60 2 

11 つよし学園 Ｓ.40.1.1 日南市大字風田 3585 50 2 

12 わかば園 Ｓ.51.4.1 宮崎市山崎町浜川 14 60 3 

13 都北学園 Ｓ.52.4.1 都城市野々美谷町 2943－1 55 2 

14 やまびこの里 Ｈ.24.1.1 宮崎市大字跡江 4540 40 2 

15 あすなろの里 Ｈ.23.4.1 宮崎市山崎町浜川 6 56 2 

16 つよし寮 Ｈ.24.3.1 日南市大字吉野方字中尾 5655－

4 

32 2 

17 ハッピーヒル Ｈ.21.1.1 都城市乙房町 2194－1 50 2 

18 うからの里 Ｈ.23.4.1 西都市大字右松字原無田 3292－

33 

90 2 

19 向陽の里 Ｈ.24.3.1 国富町大字本庄 1407 300 4 

20 エデンの園 Ｈ.23.4.1 東諸県郡国富町大字三名 2621－

5 

68 2 

21 ありの実園 Ｈ.24.3.31 小林市大字西方 115 50 2 

22 白浜学園 Ｈ.23.6.1 日向市財光寺字池 1565－2 50 2 

23 やわらぎの里 Ｈ.23.4.1 延岡市大武町 5334 45 2 
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